
2007年度　立命館大学　附属校連携講義・立命館宇治高校

第１６回：公法入門・刑事法④＜まとめ講義＞

2007.09.15. 　佐藤

はじめに：本日の予定

　1)講義①：刑事法総論　→　講義②：冤罪　→　グループワーク

　2)グループワーク結果の発表、班対抗の議論、まとめ講義

＊設問：取調べにおける自白の必要性について論じなさい。

１．具体的事例から：松山事件・仙台地判　昭59.7.11　判時1127-34（第１４回講義［資料３］）

　1)認定事実の概要

　　　殺人と放火、被告人が検挙され犯行を自白、その後に撤回されたが訴追され、

　　　死刑判決が確定した

　2)誤判原因

　　　自白への依存、鑑定の信頼性、客観的証拠の欠如、その他に別件逮捕

２．刑事法：「法学入門」的前提の確認

　1)人身の自由

　　1.基本原則：18条　奴隷的拘束からの自由

　　　　　　　　31条　適正手続　→　告知・聴聞手続、罪刑法定主義、実体規定の適正

　　2.被疑者の権利：33条　不当な逮捕からの自由　cf.現行犯逮捕

　　　　　　　　　　34条　不当な拘留・拘禁からの自由

35条 住居などの不可侵

　　3.被告人の権利：37条　公平な裁判所の迅速な裁判・証人審問・弁護士依頼の権利

　　　　　　　　　　38条　自己負罪の拒否、自白

39条 二重の危険の禁止

36条　残虐刑の禁止

　2)罪刑法定主義

　　「ある行為が処罰されるためには、その行為の実行以前に、これを法律で犯罪と定めること、および科せられるべき刑罰の種類と程度も法律で定められていなければならない」

　　＊ポイント：罪刑法定主義≠罪刑の法定

　　　←国民主権と自由主義

　3)犯罪の要件：３要素のすべてが必要

　4)刑事手続　→　刑事訴訟法

　　　cf.少年法

３．誤判

　1)誤判原因（田中輝和「誤判と再審」ジュリスト852号（1986年）120頁以下より）
　　　目撃証言の誤り、鑑定または鑑定証言の誤り、捜査官の不公正な行為

　　　証拠の関連性についての判断の誤り、自白の証拠能力の評価の誤り

　2)裁判官の問題点

　　　cf.陪審制・参審制・裁判員制度

４．取調べと自白
　1)取調べとは何か

　　　弾劾的捜査観　vs. 糾問的捜査観

①井戸田侃「取調べの理論と現実・序論」刑法雑誌27巻1号（1986年）162頁以下


Ｑ１．①は、被疑者取調べの法的性格を、いかなる理由で、どのように考えているか。

　2)犯人と容疑者

　　見込、偏見

　　cf.警察の民事介入について

　3)自白の証拠能力

　　　「秘密の暴露」

②米澤慶治「取調べの理論と実務」刑法雑誌27巻1号（1986年）181頁以下


Ｑ３．②は、自白を求める取調べについて、いかなる理由で、どのように考えているか。

Ｑ４．②は、密室における取調べと脅迫について、どのように考えているか。

　4)取調室の可視化


Ｑ５．②は、取調状況の客観化について、いかなる理由で、どのように考えているか。

Ｑ６．前回配布の新聞記事では、可視化についてどう述べているか。
　　裁判員制度の導入と可視化

５．各班の見解

６．班対抗の議論

［自己点検用紙の記入］

　1)自己点検　　a)講義の要点    　　　b)設問についての見解　　←必須

2)自由記述　　a)講義に関する質問　  b)その他　　　　　　　　←任意

［次回講義の内容］

　　公法入門全体のまとめを、太田教諭より
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